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敬 礼 も バ ッ チ リ で す
新 入 団 員 の 講 習 会



寝
た
ま
ま
で
入
浴
で
き
ま
す

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

『
心
の
か
よ
う
市
民
福
祉
』
を

め
ざ
し
、
市
は
、
新
た
な
老
人
福

祉
対
策
事
業
と
し
て
、
5
月
か
ら

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅

で
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
身
体

障
害
者
を
対
象
に
、
入
浴
を
希
望

す
る
人
の
家
庭
を
訪
問
し
て
自
宅

で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で

す
。
家
庭
を
訪
問
す
る
の
は
特
別

に
訓
練
を
受
け
た
4
人
1
組
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。
入
浴
は
、

訪
問
し
た
家
庭
で
持
参
し
た
簡
易

担
架
浴
槽
を
組
立
て
、
入
浴
作
業

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り

は
居
な
が
ら
に
し
て
お
風
呂
の
快

適
な
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

入
浴
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
に
と
っ
て
、
な
に
よ
り
も
嬉
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
血
行
を
よ

く
し
気
持
ち
を
和
ら
げ
、
清
潔
を

保
つ
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
す
る
側
に
と
っ

て
は
た
い
へ
ん
な
仕
事
で
す
。

特
に
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人

や
障
害
者
の
入
浴
は
家
族
に
大
き

な
負
担
を
か
け
る
た
め
、
入
浴
さ

せ
た
く
て
も
な
か
な
か
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

市
は
、
こ

れ
ま
で
特
別

養
護
老
人
ホ

ー
ム
恵
光
苑

に
委
託
し
て

入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て

来
ま
し
た
が
、

恵
光
苑
ま
で

通
う
こ
と
が

困
難
な
人
は

入
浴
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

新
し
い
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は

自
宅
で
入
浴
出
来
る
の
で
、
き
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

●
対
象
者
と
申
込
み
方
法

在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
及
び
身

体
障
害
者
で
、
恵
光
苑
に
通
う
こ

と
が
困
難
な
人
。

●
利
用
料
金
　
無
　
料

た
だ
し
、
入
浴
に
必
要
な
湯
・

シ
ャ
ン
プ
ー
等
は
利
用
者
で
用
意

し
て
下
さ
い
。

●
入
浴
日
・
回
数

毎
週
、
火
曜
日
か
金
曜
日
の
週

1
回
が
原
則
で
す
。

●
申
込
み
と
詳
細
問
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
係

内
線
　
1
1
3

身体障害者の
軽自動車税を減免

身
体
障
害
者
や

精
神
薄
弱
者
が
所

有
す
る
軽
自
動
車

等
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
れ
ば
、

軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

減
免
に
は
申
請

が
必
要
で
す
か
ら
、

4
月
2
3日
ま
で
に

税
務
課
市
民
税
係

で
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
軽
自
動
車
税
の
納
入
通
知
書

・
印
　
鑑
　
・
運
転
免
許
証

新
し
く
車
を
購
入
し
た
り
名
義

変
更
を
し
た
場
合
も
、
減
免
申

請
が
必
要
で
す
。

詳
細
問
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

内
線
1
2
1

し尿くみ取り手数料が
変わります

3 月定例市議会で、廃棄物の処理
及び清掃に関する条例の一部が改正
されました。
これにより、5 月1 日から「し尿

くみ取り手数料」が次のとおり改定
されます。
・90リットルまで1, 025 円

（改定前1, 000 円）
・90リットルを超えるときは、

18リットル当り205 円

（改定前195 円）
なお、ホースの使用延長料金につ

いては改定はありません。

検
認
は
済
ん
で
い
ま
す
か

も
う
一
度
国
保
の
保
険
証
の
確
認
を

4
月
1
日
以
降
は
、
有
効
期
限

を
延
長
す
る
検
認
印
が
押
し
て
な

い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

検
認
印
の
な
い
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
は
、
病
院
な
ど
に
持

っ
て
行
っ
て
も
無
資
格
者
と
し
て

取
扱
わ
れ
て
、
支
払
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
検
認
を
済
ま
し
て
い
な

い
人
は
、
至
急
、
市
民
課
国
民
健

康
保
険
係
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

確認を

年
次
有
給
休
暇
制
度
を
改
善

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正

最終回

年
次
有
給
休
暇
の
最
低
日
数
が
、

6
日
か
ら
1
0日
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
1
年
間
勤
務
し
た
場
合
は

1
0日
、
次
年
度
以
降
は
1
日
ず
つ

加
算
さ
れ
て
、
最
高
2
0日
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
規
模

が
3
0
0
人
以
下
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
猶
余
措
置
が
あ
り
ま
す
。
最

低
付
与
日
数
は
、
昭
和
6
6年
3
月

3
1日
ま
で
は
6
日
、
昭
和
6
9年
3

月
3
1日
ま
で
は
8
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
実

態
を
考
え
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
労
使
協
定
に
よ
っ

て
、
計
画
的
に
年
次
有
給
休
暇
を

消
化
す
る
制
度
も
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り

規模が300人以下の事業所の付与日数
(昭和66年3 月31日まで)

継続勤務
年　　数 1年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7年

年次有給休
暇付与日数 6 日 7 日 8 日 9 日 10日 11日 12日

8 年 9 年 10年 11年 12年 13年 14年 15 年以 上

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日



市職員人事異動
お世話になり ました （3 月31日付 ）
退　　職
青 村 一 郎 農林水産課長
内 山 準 二 選管事務局長
佐 伯 敬 昭 仙崎支所長
秋 里 一 夫 財政課管財係
松 永フ ジ子 長 寿 園
村 木 芳 雄 仙崎支所
辞　　職
片 山　　 滋 教委学校教育課指導係長

新しい職場でがんばります（4 月1 日付）
川 村 司 郎 農業委員会事務局長　　 （総務課長）
山 口 一 郎 保健衛生課長　　　　　 （商工観光課長）
石 東　　 進 農林水産課長　　　　　 （保健衛生課長）
山 近 成 司 商工観光課長　　　　　 （農業委員会事務局長）
新 山　　 昭 福祉事務所長　　　　　 （社会教育課長）
藤 村 福 一 社会教育課長　　　　　 （福祉事務所長）
上 田 悦 朗 仙崎支所長　　　　　 （通支所長）
大 庭 三 雄 選管事務局長　　　　 （中央公民館長）
白 石 政 人 総務課長　　　　　　　 （総務課長補佐）
糸 永 哲 雄 収入役室長・課長級　　 （収入役室長）（課長補佐）
村 田 堯 臣 通支所長　　　　　　　 （税務課長補佐兼固定資産税係長）
田 中 正 彦 中央公民館長　　　　　 （都市計画課長補佐兼管理係長）

光 末　 達
農 林 水 産 課技 術 補 佐
兼耕地 係 長

( 農林水産課長補佐兼土木係長〉

池 永 正 義 建設課技術補佐兼土木係長 （建設課長補佐兼土木係長）
津 森 俊 夫 建設課長補佐兼管理係長 （総務課防災車両係長）
松 木 英 之　都市計画課長補佐兼管理係長 （財政課管財係長）

田 村 浩次 郎 都 市 計画 課技 術 補佐
兼 施 設 係長

( 土地区画整理事務所次長)

沓 野 昭 次　税務課長補佐兼市民税係長 （税務課市民税係長）
松 岡 修 二 農林水産課長補佐兼農務係長 （建設課管理係長）
田 村 隆 夫 総務課長補佐　　　　　（総務課人事給与係長）
森 川 克 己 総務課防災車両係長　　 （教委総務課総務係長）
小 川 征 次 財政課管財係長　　　　（農林水産課農務係長）
宮 田 恵二 郎 土地区画整理事務所次長 （都市計画課施設係長）
山 下 康 秀 商工観光課観光係長　　 （議会事務局次長）
秋 枝喜 久雄 議会事務局次長　　　　（商工観光課観光係長）
吉 田 邦 雄 教委総務課総務係長　　 （教委学校教育課学務係長）
久保 田茂 市 税務課固定資産税係長　 （税務課固定資産税係）

新 山 博 志 教委学校教育課学務係長 ( 市民課国民健康 保険 係)
( 係長同 格)

田　中 大 輔 教委学校教育課指導係長　（教委学校教育課指導係）
伊藤和夫総務課人事給与係長　　　（土地区画整理事務所）
国 近 純 江 企画課広報統計係　　　　（総務課庶務係）
田 村 敬 助 財政課財務係　　　　　　（総務課人事給与係）
永 井 武 司　市民課戸籍登録係　　　　（福祉事務所援護係）
緒 方 栄 作 市民課国民年金係　　　 （福祉事務所社会係）
宮 本 正 澄 市民課国民健康保険係　　（税務課管理収納係）
堀　　 隆 人 市民課国民健康保険係　　（福祉事務所庶務係）
国 近 昌 則 保健衛生課環境衛生係　　（市民課国民健康保険係）
林　　 了　夫 建設課土木係　　　　　　（郁市計画課施設係）
河添 八重 子 都市計画課管理係　　　 （市民課国民年金係）
谷 村 敏 郎 都市計画課施設係　　　　（建設課土木係）

津 室　 猛 土地区画整理事務所
兼都市計画課管理係 ( 企画課広 報統 計係)

進 藤 信 行 農林水産課農務係　　　 （財政課財務係）
河 添 歳 弘 農林水産課耕地係兼林務係　（農林水産課耕地係）
宗 金 周 治 農林水産課林務係　　　　（農林水産課農務係）
坂 倉 誠 治 税務課管理収納係　　　　（農林水産課林務係）
行 実 信 一 税務課固定資産税係　　　（農林水産課農務係）
中 野 賢 一 福祉事務所庶務係　　　 （保健衛生課環境衛生係）
原 田 真由 美 通保育園　　　　　　　 （東深川保育園）
桑 原 ルリ 子 仙崎保育園　　　　　　 （東深川保育園）
熊 野 恭 子 仙崎保育園　　　　　　 （東深川保育園）
原 田 洋 子 東深川保育園　　　　　 （西深川保育園）
山 崎 真裕 美 東深川保育園　　　　　 （向陽保育園）
河 田 須美 子 向陽保育園　　　　　　　（通保育園）
伊 達 邦 子 農業委員会　　　　　　　（市民課戸籍登録係）

清 水 義 博 土地区画整理事務所
兼都市計画課管理係

( 土地区 画整理事務所)

岡藤千枝子西深川保育園　　　　　（東深川保育園）
山 崎 和 代 東深川保育園　　　　　 （仙崎保育園）
山 根 郁 夫 教委学校教育課指導係　　（山口大学付属小学校教諭）
よろしくおねがいします
末 岡 真 琴 福祉事務所社会係　　　 新規採用
南 部　　 寛 福祉事務所援護係　　　 新規採用
坂 野　　 茂 農林水産課農務係　　　 新規採用
松 尾 充 子 保健衛生課予防衛生係　 新規採用
藤 田 佳 子 総務課庶務係　　　　　 新規採用

県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

場
　
所
　
湯
本
団
地
（
門
前
区
）

4
階
1
戸
・
2
階
1
戸

家
　
賃
　
4
階
3
2
、
8
0
0
円

2
階
3
3
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

受
付
期
間
　
4
月
1
5
日
金
か
ら

4
月
2
2
日
金
ま
で

○
入
居
に
は
、
資
格
や
収
入
な
ど

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
長
門
土
木
事
務
所
総

務
課
行
政
係
（
　
②
2
9
2
0
）

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
が
開
催

2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
国
家
試
験

の
受
験
資
格
取
得
の
た
め
の
ボ
イ

ラ
ー
実
技
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　
時
　
5
月
1
0日
～
1
2日

場
　
所
　
県
立
水
産
高
校
体
育
館

（
白
潟
3
区
）

受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

1
人
　
9
、
0
0
0
円

申
込
み
期
限
　
講
習
日
の
7
日
前

申
込
み
先
　
〒
7
4
5
　
徳
山
市
千
代

田
町
6
番
3
号
（
愛
徳
ビ
ル
）

社
団
法
人
　
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会

山
口
支
部

0
8
3
4
‐
⑩
‐
2
9
4
2

海
技
免
状
の
更
新
講
習
日
程

5
年
毎
の
海
技
免
状
の
更
新
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
更
新
講

習
」
を
受
け
、
更
新
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

4
月
中
の
講
習
日
程
は
、

∇
2
1日
　
9
時
か
ら

下
関
市
大
和
町
2
～
3
～
2
5

(
財
)
関
門
海
技
協
会
で

（
　
0
8
3
2

‐
ツ
4
0
2
9

）

∇
3
0日
　
1
4時
か
ら

下
関
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

＊
問
合
わ
せ
先
(
財
)
日
本
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
協
会
（
酋
0
9
3
‐

⑩
‐
1
5
3
7

）

門
司
区
港
町
6
～
2

申
込
み
は
、
3
日
ま
で
直
接
協
会
へ

杉

山

史

記

く
ん

（
1
歳
1
か
月
）

（
江
良
区
）

い
た
ず
ら
っ
子
で
す
。
た
く

さ
ん
た
べ
ま
す
。

強
く
て
、
や
さ
し
い
子
に
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
母
　
真
澄
さ
ん
）

（　 ）は前職



教
育
・
文
化
・
体
育

振
興
奨
励
賞
決
ま
る

3
月
2
6日
、
市
役
所
で
長
門
市

教
育
・
文
化
及
び
体
育
振
興
奨
励

賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
次
の
人
達
で

す
。

教
育
分
野
　
個
人
　
庭
球

松
永
　
亘
弘
さ
ん
（
5
2歳
）

田
屋
区
　
長
門
高
校
事
務
長

昭
和
4
0年
、
長
門
高
校
女
子
庭

球
部
監
督
に
就
任
以
来
、
選
手
の

育
成
指
導
に
努
め
、
全
国
大
会
等

で
優
秀
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

現
在
、
山
口
県
高
校
女
子
庭
球

界
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

教
育
分
野
　
団
体

大
津
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
　
部
員
4
0人

昭
和
5
7年
か
ら
、
全
国
大
会
に

連
続
6
回
通
算
8
回
出
場
。
昭
和

5
8年
の
全
国
大
会
で
は
、
第
3
位

に
入
賞
。
ま
た
、
高
校
日
本
代
表

候
補
者
や
代
表
者
を
送
り
出
し
て

お
り
、
ラ
グ
ビ
ー
大
津
高
の
名
を

全
国
に
馳
せ
る
な
ど
活
躍
し
た
。

文
化
分
野
　
個
人
　
工
芸

坂
倉
　
正
治
さ
ん
（
3
9歳
）

三
の
瀬
区
　
萩
焼
新
兵
衛
窯

昭
和
4
9年
か
ら
1
4代
新
兵
衛
に

師
事
し
、
昭
和
5
3年
に
1
5代
新
兵

衛
を
襲
名
。
日
本
伝
統
工
芸
展
入

選
7
回
な
ど
、
伝
統
工
芸
の
分
野

で
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
将
来

へ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
分
野
　
個
人
　
社
会
体
育

山
下
弥
寿
男
さ
ん
　（
4
1歳
）

通
1
6区
　
体
育
協
会
支
部
長

昭
和
4
8年
に
通
体
育
協
会
支
部

長
に
就
任
以
来
、
社
会
体
育
を
中

心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
と
し
て
も

献
身
的
に
と
り
く
み
、
若
手
指
導

者
と
し
て
、
ま
た
民
間
指
導
者
と

し
て
常
に
精
力
的
に
活
動
し
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
特
別
表
彰
を

通
小
の
山
田
く
ん
に

3
月
2
5日
、
市
長
室
で
長
門
市

特
別
表
彰
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

●
文
化
に
お
け
る
受
賞

山
田
　
征
慶
く
ん
（
通
小
2
年
）

第
1
0回
全
国
海
の
子
絵
画
展
で

水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

訂正とお わび 4 月1 日号の広
報に誤りがありま

したので訂正しておわびします。
・2 頁の一般会計歳入歳出予算の内訳中、
歳入を次のとおりに改めます。

・ 新年度の主な事業の内、市道上郷大神
宮線と国道交差点改良を2, 600 万円に
訂正し ます。

・待望 の深川中プ ールを建設に、 また3
頁では不用犬は保健所へつれて行きま
しょうにそれぞれ訂正し ます。

な が と歴 史 散 歩
第11回

県
下
で
最
古
の
文
書

上
生
上
海
の
上
地
寄
進
状

湯
本
、
岡
藤
右
近
さ
ん

の
家
に
、
古
い
文
書
（
も

ん
じ
よ
）
が
あ
る
。

作
者
は
上
生
上
海
（
う

わ
ぶ
じ
ょ
う
か
い
）。
当
時
、

西
深
川
境
川
を
ひ
ら
い
た

深
川
の
豪
族
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
記
録
で
は
、

上
海
の
墓
が
、
境
川
の
鳶
巣

（
と
び
が
す
）
に
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
そ
れ

ら
し
い
も
の
は
見
当
た
ら
な

い
。郷
土
史
家
・
山
崎
徳
三
郎

氏
（
故
人
）
は
、境
川
の
西
部
、

向
山（
む
か
い
や
ま
）に
あ
る

古
い
墓
を
、
そ
れ
と
想
定
し

て
い
た
。

い
ま
は
、
伝
説
も
絶
え
、

知
る
由
も
な
い
。

文
書
は
、
上
海
が
深
川
庄

内
の
「
く
ら
は
ち
」
と
い
う

土
地
一
反
歩
を
日
置
庄
の

海
岸
寺
に
贈
っ
た
証
文
で

あ
る
。
文
中
「
し
い
の
き

さ
や
」
、「
椿
か
た
」
な
ど

の
地
名
や
、
日
置
庄
と
の

境
界
を
示
す
記
事
が
あ
り
、

末
尾
に「
宮
内
卿
」、「
の
り

綱
」
と
、京
人
を
思
わ
せ
る

署
名
、
文
治
二
年
(
一
一
八

六
）
八
月
三
日
の
日
付
が

あ
る
。

こ
の
年
は
、
壇
ノ
浦
に
平
家

が
滅
び
た
翌
年
。
鎌
倉
幕
府
が

政
治
の
実
権
を
に
ぎ
り
、
貴
族

の
荘
園
支
配
が
、
武
士
や
地
方

の
豪
族
に
移
っ
て
い
く
時
代
で

も
あ
る
。
文
書
は
、
当
時
の
地

方
の
様
子
を
知
る
上
で
、
貴
重

な
も
の
と
い
え
る
。

県
下
で
古
い
書
跡
と
し
て
、

防
府
市
に
、
国
の
重
要
文
化
財

『
東
大
寺
領
周
防
国
宮
野
庄
田

畠
等
立
券
文
』
（
建
久
六
年
・
一

一
九
五
）、『
周
防
国
阿
弥
陀
寺

田
畠
注
文
』
（
正
治
二
年
・
一
二

○
○
）
が
あ
る
。

し
か
し
、
上
海
の
文
書
は
、

こ
れ
よ
り
さ
ら
に
古
い
。
ま
た
、

民
間
に
こ
の
よ
う
な
文
書
が
残

っ
て
い
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て

珍
し
い
。
　
　
　
　
　

（
Ａ
）く ずれた古い墓( 境川向山)

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

4
月
3
日
、
三
隅
町
で
新
入
団

員
の
消
防
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
長
門
市
と
大
津

郡
内
の
新
た
に
任
命
さ
れ
た
消
防

団
員
に
訓
練
礼
式
や
消
防
活
動
な

ど
を
指
導
す
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
団
員
は
消
防
署
の
職

員
か
ら
敬
礼
や
整
列
、
行
進
な
ど

の
指
導
を
受
け
ま
す
が
初
め
て
の

体
験
で
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。

※
紙
面
の
つ
ご
う
で
、
み
す
ゞ
詩

集
は
休
み
ま
す
。

市の人口( 4 月1 日現在)

面　積　152. 29k ㎡
人　口　27, 189人( －216)

男　　12, 740人( －106)
女　　14, 449人( －110)

世帯数　8, 552 世帯( －28)
( 　) は前月比

愛 の献 血にご 協力を
4 月26 日

9: 30～12: 00 長門市駅
13: 30 ～15: 30　 長門総 合病院

今月の納期
4月30日軽自動車税
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